椎間板ヘルニア日記　と　いづみ整体院の素晴らしさ

その日は左脚の付け根がひどく痛く、歩くことさえできずに会社を休み、自宅で安静にしていた。
経験の無い痛さだったし、無茶した覚えはまったくない。
２日後に妻に付き添ってもらい、車で整形外科へ行く。

病院入り口を入り、受付カウンターへたどり着けないくらい痛い。倒れて周りの実は健康そうな老人達に寄りかかり、２次災害が発生する自信が８５％くらい推測できたので、松葉杖を借りる要請をしたが、未診察なので、貸し出し出来ないと拒絶された！！

目の前で起こっている危険性を理解しない職員の頭の悪さに直面し腹が立ち、返す言葉が見つからなかった。

妻は他人事なので冷静に気転がきき、車椅子なら借用できるかを打診したら、すんなりＯＫ。この病院は、

なぞなぞが趣味なのか！悪趣味過ぎる。職員の口から車椅子ならば貸し出せることをさっさと言いやがれ！

この大バカ病院。無秩序で自分が一番大切モードの患者の言うこと聞いてると、自分達の仕事が回らなくなるので一線引いていることは理解できるが、この時は、恨みという心理を久しぶりに持った。
蛇足だが、１１９ダイヤルし、救急車を呼んでしまうことが問題視されるが、原因はここにあるのだと確信した。あと、車を持たない人やタクシー予約をしたことがない節約派金銭感覚者は、一体どうやって病院まで行くのだろうか？　一般交通機関を利用して、通院できる状態っていうのは、健康な身体ということが立証できる。となれば、家の玄関から屋外へ歩行して駅なり、大通りへ移動できなければ、救急車を呼ぶことが許容される背理法の方程式となる。この件は、地域差や個人差がありすぎる世界なのだろうが。

私たち夫婦がまだ中年で二人とも体格がよいことと、車がオープンカーなので、腰痛でも乗車できたが・・・
やっと診断の順番となり、左股関節が痛むことと、昨年４月に発症した腰痛で、この病院の調査結果が椎間板変性であることを丁寧に医師に告げた。

医師は車椅子の私を脇にあるベッドへ寝るよう指示。無理だ！　ベッドへ寝そべることが困難な状況も見ているのに、横で突っ立っている看護師は一切手伝わず、妻が協力してくれた。こうなるともはやこの病院の職員は全員が敵に見えてくる。自分の仕事の範囲を明らかに履き違えている。　
受付→医師→看護師　：　全員オカシイ。

体勢を変えることすら痛くで苦労していることを見ていたはすの医師は、痛む部位を親指で強引に指圧した。痛てーーー！！　絶叫していた。これは一種のレイプだ。

こういう場合は、この若くてプライドが高いまるで自分の若いときのうようなバカ小僧をひっぱたいても良いのだろうか？　自分の怒りに対する許容範囲の広さを実感した。

股関節のレントゲンを撮ろうとするので、時間効率的にＭＲＩも撮ることが得策であることを告げた。すると医師が判断することだと反論してきたので、前回この病院の他の医師が、結局レントゲンでは判断できなかったことと、すでに病院が終わる５時近くであるので二度手間にしなくても良い主旨を告げてやっと合意。
椎間板には疑いをもたずに、「左股関節炎症」と無理やりな推測をされ、ＭＲＩの撮影方法を炎症モード！？とすることを通知されしかも、オレの申告した椎間板はフレームから外し撮影された。

患者の言うことをこれほど聞かずに、時間と金の浪費を作り出すことに執着する医師は、いったいどのような教育をされているのだろうか。どう判断してもを遠回りな診察することで、税金と患者から金を徴収することを主眼としているだけズラ。ＭＲＩの画像処理？があるので、来週再度通院するよう指示を受けた。
こっちは診察まで３時間も待っていたのに、ＭＲＩデータ整理ぐらい１時間で処理して今すぐ診断しろよ～！

このお役所仕事野郎（今死語だな。役所はもっとしっかりシステム化している）。
なぜか翌週は院長へスイッチすると告知された。腰は専門外なんだろうか？　オレら会社で営業や運用部門や開発部門・・・なんでもやらされるけど。
１週間後って身体がどうなっているんだろう？？？　いろんな推測が頭をよぎり、暗くなった。これからは会社の同僚のように、一生左脚を引きずり歩くのだろうか。。。
帰りの受付では松葉杖をレンタルで１００円／日。はじめに紛失時の保険として６０００円支払うように要求された。明らかに原価償却完了しているアルミ製松葉杖が６０００円。友人の整体師から見せてもらった業界販売パンフレットでは２６００円で販売している記憶が蘇った。まあ許容範囲内。
１０日ぐらいは安静にしている旨の診断書を作成してもらい、会社へ提出し傷病休暇の取得を申請した。

ラッキー！！！初経験ズラ～。遊びたーい！！しかしこの後、実際に家で安静にしかしていれない状態が継続。
しかし、手術となると、どんなもんか想像してみた。

あの西永福町方面の病院で、変わり者の医師が人の身体だから、初心者に代行させて、なんかあったら携帯に電話して～とか言ってオレの大切な神経や椎間板、血管を傷付けてくれるんだろうなー。

椎間板に達するまで乱暴に処置するんだろうなー。

表現悪いけど映画でよく言う、中古車屋の整備師や美容院のアルバイトよりも腕悪そうなツラした小僧や娘が、研修を終えたのか、研修中なのか区別できない経験値で患者の身体を手術するんだろうね。
今は神の手とかいってテレビ出演してても、昔のも全数カウントすれば、失敗：成功＝１：１００比なんでねーの！きっと。患者が半身不随でやっと失敗とカウントして、再発やシビレ、一部麻痺は成功にカウントするんでしょ。自分に都合よすぎだよ。患者が主語なのに自分が主語でいる医者が多い気がする。

あと、くどくなるが手術の時に同意書とかってサインするが、あれ全くもって意味が不明。

過失にも合意して手術を受けるような主旨のやつ。逆だろ。手抜き手術はしないことを同意してよ。
一般民間企業や今では役所でも許されないことを、どんなかからくりを使っているのやら、平気でやっている。

製造業や事業者は過失致死罪ってあって、罪に扱われるのが事実。ＰＬ法：間違った利用して事故に合っても、製造元が責任を問われます。雨風太陽光に数年さらされたアクリル製の採光ドームに子供が大勢乗り、重量で破壊して、落下して事故を起こしても製造元が罪になる扱いなのです。落下防護ネットはあるべきだったが。
あと、体重に応じた座席配分係りの目をすり抜けて席代えして、ＪＩＳ規定で設計したジェットコースターの主軸をその体重で折ってしまい、周囲も巻き添えにした事故があっても、製造元や整備師が問われる。これって見方を変えると、被害者でないだろ。加害者だよ。
技術職、職人の保護が必要な時代かも。これに比較すると医師はいいなぁ。
翌週病院へ行くが、車を降りてから痛くて歩けない。松葉杖を使う。

３時間待ってやっと呼ばれた。看護師が来て「今日院長先生は他の手術が入りあなたを診察できません。」
診断書の発行は出来ますから。

あと、腰の方もＭＲＩ撮りましょう。

だからさー。そっち都合で院長に代わるのと、はじめから、腰が痛いのが発端だから腰を疑ってＭＲＩ撮れと助言してるのに股関節炎症と無理に診断してるのそっちだろ。遠回りするなよ。

また来週月曜日に来て下さい。

なんだなんだこの病院は！

翌週早起きして行くが、３時間待つ。もう午後の１３：４５だが・・・・

この状況じゃ先生方も昼食とってないんじゃねえの？　しかし、オレと同じ位の年代の現役の患者はいないな。

この人達ちゃんと電車乗ってここへ来てるんだな。十分健康じゃんか。おもしれーなー。
病院の経営には必要な人達です。

翌週、また通院。

やっと院長に会える。名前を呼ばれ診察室へ入る。

ＭＲＩ画像が表示されていた。

はじめまして。よろしくお願いします。×２。

先生が、「どうですか？」
・・・・　どうって？　何が？　逆だろ。こっちがどうですかだよ！

ホント大丈夫かな、ここの人達。心配になる。

まだ痛みがなくならず、困っていると回答。

すると、○○さんこれ椎間板ヘルニアですね。

ゲッ！　なんだっけそれ。聞いたことあるけど、オレ痛いの左股関節だし。　想定外だった。
会社の上司がかかったやつだ。　
上司の場合は会社を１ヶ月間休み、家で這って生活→ブロック注射→出社→継続通院→現状不明。のルーチングだったらしい。

処置は、麻酔を脊髄神経に打つか、手術しか方法が無いらしい。手術も今は流血量が１cc未満とか言って自慢している。X線でモニターしながらヘルニア部をノズルで吸うのか？　もし別の部位もズルッと吸い込んだらどうすんだよ。戻せないだろーに。やり直しボタンがないんだよ。歯医者のチュイーンっていうやつで削るのだろうか？
あとさ、脊髄の神経の太さって、注射針の太さより細いんでないの？　の質問には院長も答えられない。
つうことは、神経を針先端の斜めの部分で切断しておいて、注射しましたと言い換えることを意味しているんでないの？！

この病院だけでなく、皆さん大丈夫なのだろうか？　今世界でヘルニアの治療している人とされている人達。

あなたは人生で初回だろうが、病院では何回も行っている手術なので安心してくれと優しく聞かされた。

良く言うゼ！大切な妻の膝が最後まで曲がらないのは、あんたの下手な手術のせいだよ。バーロー！！
椎間板変性からヘルニアになり、坐骨神経痛になるって知らなかったんだろーに、こいつら。ヘルニアを何人も治しているのなら、初診の段階ですぐに判断して口に出してみろよ。この病院ってどうしたら病状が早く安全に治るのかでなく、どうしたらオレから保険使って金取れるか考えているとしか思えない言動と行動と態度だよ。
オレの場合は、まったく歩けないのではないから、手術は選択しない。整体で治すことを考えていると主張。

キッパリ、MRI撮影と会社へ提出用の診断書だけをお願いした。

しびれなどもない手術の成功率：４０％以下と推測。後遺症や再発、今後の生活変化。最悪は車椅子や家の改造など費用。あまりにも手術は博打すぎる。
実際に私の妻は、そこの病院にひざ骨折の手術をうけ、腱の縫い合わせシロを多めに縫われ３年経っても正座が出来ないでいる。多分一生良くならないと思う。何事でもシロを大目にとったり量を多めにしてしまうのは不器用な初心者の代表的なミスである。

この手術において、患者側は失敗と扱い、医師側は成功と言う位置付けの良い例だ。

あまりにも手術は博打すぎる。悪気は一切ないが、新車をカー用品店へ整備に出すようなもんだ。

ここまでくると医師を信用する・しないというよりも、ある意味営利団体の他人を信用できるかどうかという判断になる。

私は、学生時代に理系大学で機械工学を専攻し、金属加工で１／１００㎜仕上げを要求される課題に苦慮していた。単品でなく、組立製品においては不可能に近い。さらに温度によっても寸法が変わり、寸法を逃がす論理が要求される。

現在は光ケーブル、や電線、同軸ケーブル、電話交換機などで通信設備工事を行い、配線の複雑さに苦慮している。端末処理の勘合には絶対が要求され、許容外の引っ張りや曲率により、断線や接点断が生じ符号誤りが生じてしまい配線の離隔距離によってもさまざまな問題を発生する。脊髄の神経群もまさしくこの世界だろう。
いずれにしても、自分よりも指先が器用で、成功するまでの手順組立を上手にできる人物にはあまり出くわしたことがない。

こんなにも陳腐な医療技術の土壌で、仮に手術しても２ヶ月休養が必要なのであれば、もっと違う道があるのではと考えました。
そうだ、友人の整体で直してもらえるかな？

４０肩になった時に、友人の整体施術で、９０分で直してもらったことがある。

整体で実際に自分の身体で悪いところを治してもらった経験があれば、いやでもその神秘性を肯定することになる。でも、ぎっくり腰や４０肩は整体でなおる範囲として、椎間板のはみ出た形状変形が整体で治るものなのか！

友人に電話し、自宅に呼び治るものか、また治したことがあるのかをじっくり聞いてみた。
治るとは断言せず、言葉が濁った。過去に治しているか問うと、治ったらもう来ないから判らないとの回答。

ここの整体は結果をすぐに出す方針らしく、施術がすごく痛い。奥歯をかみ締めながらの施術で、彼を信用する気持ちがないと、最後まで受けられない。実際、私も妻も翌日はグッタリして会社を休むことがある。

彼は、好転反応と呼ぶが、こっちは困る。私の妻や友人、そして彼の恋人ですら、拒絶する痛さである。

この辺りが、自分が主語なのか、患者が主語なのかの世界と言えよう。両方考えているにせよ、その後でこっちが困ることが起こってしまうことはプロの仕事ではない。

そうだ。他の整体院にしてみよう。

椎間板ヘルニア治せるとこを探そう。

オッ！ナント！　あるじゃないか！　家と近いじゃん。４駅か。
ヘルニアの理論図や治る仕組みやらが書いてある。

ん！ガンも治る！？　こりゃ言い過ぎでないの？　ここまで書くとなー。たとえ事実でも・・・

オット！！　こっちは４０００人治したとホームページに書いてある。

椎間板ヘルニアの人って多いんだなー。

いづみ整体院。オレの名前とかなり近いな。どうでもいいか・・・

整体師の顔写真が出てる。　この顔は信用できる顔だ。４５年生きてると、人の顔が見れるようになる。

小川町って若いころに、スキー用品買いに行ってた少し先ずら。Ｂ５出口から歩道横切るだけじゃん。
出口正面のａｕショップのビル５階だ。

いいんでないの！　ここにしよう。

あの～、ＨＰ見て電話したんですが。（こういう時に皆さんなんと話すのだろう？

ヘルニア治るんですか？　治ります。　明日空きありますか？　ちょっと待ってください。あります。

午後１３：００お願いします。お待ちしています。この受付って、よくある、「代行秘書」の種だな。
人数少なくコジンマリやっているのかな。

まだ痛くて歩くの苦労するな。松葉杖片方もってくかな。両方しないと良くないと妻が言ってたし、どれくらい脚ダメなのか試してみるか。どうにもダメならタクシーさんズラ。

しかし、この時間帯でも電車混んでるんだなー。　こういう時は遠慮しないでシルバーシート座っちゃお。

都営新宿線便利だなー。もう着いた。本当にＢ５出口地上出て正面。なんと徒歩９歩でエレベーターに乗れた。

こんちはー！　ハイ。　あっ、あの写真のオジサンだ。
はじめまして。×２。よろしくお願いします。×２。

ペンシルビルの一画を間仕切りしていて、正直言うと面積は狭い。
受付嬢いて、待合コーナーがあって、を想像していた。まあ、そんな経費かかる所を求めているのではなく、ヘルニアが治せる整体さんが今欲しいだけだ。

ちょうど先生も食事終えたところらしく、私からタバコに誘った。

喫煙しながら、経緯と状況を説明した。友人の整体に２度通ったが、痛くて痛くて・・・
どこかの病院と全く違い、人の話をきちんと聞いてくれるし、話が噛み合うな。

話していて噛み合うし、つじつまが合うから、気分が良い。

自分の経験をもとに話ができる人は、会話していて安心できる。

料金の説明をされて、基本は５０分間で１セットなので、ヘルニアということもあり、２セットコースにした。
好転反応で翌日グッタリすることも認知しており、今週は２日に１度通う計画で合意。

施術に入る。

腰を時計方向になるべく大きく回して下さい。ハイ逆周りも。どっか、ギコチナイとこあるかな？

３時半と８時半かな。股関節スムーズでないね。

もう一度施術後に効果あったか確認するからねー。ハイ。
次、仰向に寝て下さい。お腹上。　
へっ？？　あ、ハイ。

あのね、みんなうつ伏せで始めるでしょ。ちがうんだよ。へへへ。
？？？。　すいませんが、オレへそ周りすごく感じるから、へそ穴に指いれないでください。

わかったよ。

先生～　腹からやるってなぜ？

経験だよ。椎間板ヘルニアの患者腹ほぐしてから、背中施術するほうが、２倍早く治るんだよ。

ヘルニア（腰悪い）人は腹が硬くなっちゃてるからね。

ほんとだ硬い。スゲーこの人。

たしかに、整体慣れしていたオレにも、この疑問は持っていた。チャングムの誓いってドラマでは、針を腹側に刺して、麻酔としていたなー。

背中もツボあるけど、腹側にも沢山ツボあるんだよ。他じゃやらないでしょ！　うん。初めてす！

こりゃーかなり期待できるな。身体良く知ってる人だ。　本や人聞き知識でなく、経験値で施術してる。

整体の基本概念は、身体のゆがみを治すので、確かに、背中と腹両方やらないとつじつまが合わない。
表と裏。左と右。上と下。って感じで、全筋肉、腱、間接、骨のゆがみを修正するのが整体のはずだ。
腹を入念にほぐしてくれた。ほぐれたサインがどのようになるのかも、教えてくれた。つじつまが合っていた。
こういうのプロっていうよね。何秒とか何回とかでないんだよ。完了を意味する、状態変化の合図が何事にも存在していて、過不足を生じないころあいをプロは知っている。

しかし整体でヘルニアが治るのはなぜなんだろう？まあ、整体ならたとえ失敗しても、下半身不随にはならんだろーし。
この整体さん、痛くないなー。

全然、友達の整体と違った施術をする。聞いてみよ。
オレの友人の整体さんは××が××××で痛いです。

うん。うちは、筋肉束を○○○○するんだよ。
へー！

同じだけど、この方が痛くないし、やる方も楽でしょ。

へー！

確かに、直線往復運動になりがちな整体施術だが、ここん家は揉みほぐし方をもっと考えている。きっと企業秘密だろうから、こんな表現していますが。

オレの趣味の蕎麦打ちのコネ段階でも、こね鉢の平らな面でなく、鉢の曲率の箇所でこねると楽だしなー。

平面が距離１．０だとしたら、曲面は１．３倍あるし、繰り返しとなるとその効率は馬鹿にできない。

先生とは、こんな風の話をしながら、施術を受けた。

どうしてヘルニアが整体で治るかの仕組みはその時先生でも明確に説明しなかったが、それを一緒に考え会話するのがとても楽しかった。西洋医学の矛盾とその医者を悪者にして一緒に盛り上がりとてもスッキリした。
久しぶりに数少ない現実主義者にお会いできて、ストレスがなくなった。

ここの整体好きだ。

施術後にまた腰を回し、股関節の収まりが少しスムーズになったことを両者確認して初日おしまい。

いやー、つじつまが合っていることは気持ちがいい。
病院のように、遠回りや、時間差オオム返しの術（：前回オレが言った言葉を言いやがる技）、自分が食い物になって被害妄想の実感がありません。

治してもらっていることを感じるし、これにお金払うのは当然だし、こういう整体さんはこの地球上で財産だなぁ。

今思えば、実はこの治してもらっているという感覚が重要だったのです。ひょっとしたら治るのではと感じることが大事でした。まあのこの点だけをとると西洋医学にも適用する必要性ですが。
また明後日に来ますね。あのー先生も食事とかあるから、１３：００ジャストでなくて１３：１５とか３０の方がよくね？

うんそうだね。この人やっぱり話が早い。
会社でもアホなヤツは会議を１３：００～入れる。バカまじめなのか、お互いにストレスとなる約束なのに。結局はだれかが遅延して開始が１５分からとなるのが現実でこの約束は無意味なことを先生も知っていた。

２回目。こんちはー！

松葉杖は要らないがまだ、ビッコ引いて歩く状態。ビッコ表現いけないみたいだが自分に使用。悪気はない。他のしっくりくる表現知らないのでスマン。
前回と同じような施術を受ける。

今回は施術を受けている間の話題を考えてきた。

まさに、どうして椎間板ヘルニアになるのか？だ。　どうして整体で治るのかの前段である。

何事も、この０番目が理解できれば、後は早い。

オレの考えは、椎間板ヘルニアは骨折でもなく、捻挫、打撲でもない。あえて類似を探すと肥満にかなり近い。

「そのヘルニア一体誰にやられたんだ？」「ひどいなー」とは決して言わないので、自分の身体が何らかの原因でヘルニアを起こしてしいるのではないか！
よく、外的ストレスから、チック症になったりするでしょ。あれ、外から攻撃されて、おれの身体こんなになってしまったんだよ。を表現する身体の正常な仕組みだったりするかも。

ウツの時って、明らかに顔の表情違うでしょ。あれ、変身モードになって回りにアピールしてるんでは・・・・

結局、ヘルニアも自分の身体が起こしている現象です。

ということは、治ると言える。身体は、治癒能力とその反対の能力を持っているのでは。言葉が出ないが、豹変能力というか、故障能力というか、解ってもらえるだろうか？
方程式的には、悪性の外部要因から身体がヘルニアになってしまったものは、また良性の外部要因により治る。

良性の外部要因刺激とは、まさに上手な信頼できる整体施術。
先にも言ったが、ここまで頭の中で整理できると、後は早いもんだ。

治るという確信と、上手な整体術、あとは本来人間の身体が持つ治癒能力。

細胞は１４日間でつくられ、２８日間で入れ替わるとか・・・

切り傷は１４日で治るし、捻挫は２８日、骨折は５６日くらいか！？　ちょっと無理やりだが。

つうことは、まだ歩けるヘルニアは、骨折レベルに該当し、２ヶ月程度で治ると推測。

手術しても２ヶ月かかるなら、危険を冒す必要がない整体を選択が正しい。
怪我した動物だって、じっとしているしなー。

じゃ、よく寝て、よく食べて、整体受けて、働かないで、生活活動体力を回復力に回す方が正解であると先生と一緒に答えを見けた。施術中にこんな話をして、楽しんでいました。
先に述べたが、治るのではと感じることで、治すための治癒能力を引き出すスイッチがONになり、脳内からヘルニアになるホルモンの反対の、直るホルモンが分泌され始めるのではないだろうか。
このように考え整理すると、つじつまが合うね！というだけと同時に、実はとてもシンプルな原理で椎間板ヘルニアになり、また、治ることが推測域ではありますが今回初めて到達しました。
医学を知らないけれど、ヘルニアになってしまい痛さを知っている私本人が、いづみ整体施術で治ってしまった事実体験者だから言えるコメントです。

３度目以降は省略しますが、この考えのもとに、たったトータル＊回の施術後に、違う恵比寿方面の病院でMRIを再度撮影したら、ヘルニアの出っ張りが無くなっていると診断を受けました。

そこの先生には整体に通い、治すことを無理に黙認してもらいMRIと診断書発行だけのお世話になりました。

こういう病院も非常にありがたい存在です。

そこの医師のコメントでは、体内のバクテリアがヘルニアのような余分な突出部分を食べてしまうらしい。
じゃあ、西洋医学医師もヘルニアには整体が有効で、２ヶ月もすれば完治することを薄々理解はしてるんだなぁと言えます。椎間板ヘルニアの場合、博打の西洋医学手術も整体でも、再発度合いや治癒期間も同じで、支払う費用も大差なく（整体の方が安いかな）、あとは安全性が課題です。整体の方が安全です。

病院から出ると、嬉しさのあまり、すぐにいづみ整体へ電話してお礼を述べました。先生は自分のことのように一緒に喜んでくれました。なんとこの後日に、私の完治お祝いもしていただきました。ヘルニアで苦労しましたが、正直私こんないい人と知り合いになれてよかったです。哲学くさいですが、事故や怪我などアクシデントに合うと、案外拾うものもあるのが人生です。
振り返ると、ヘルニアには第一に安静にしているのが何よりもの薬で、第二にそれを早めるための治癒能力を引き出すには、いずみ整体さんのようにヘルニアが治せる先生の適切な施術を受けることが正しかったです。

今ではＭＲＩでの変性の黒色状態は白色に戻ってないにしろ、左股関節の痛みは全くなくなり、変性からくる腰の鈍痛も弱まり、左脚のしびれでなく、温感へと弱まりました。今後は不定期にケアレベルで通院すれば良さそうです。　整体では保険は利用できませんが、自分の身体のために現金を使ってもいいじゃん。
身体が資本です。使った金は、また健康になってから仕事をガンバって稼げばいいのです。

整体院の技能レベルについて考えます。整体師主体、自分が主語の人の場合がある。患者の病状が主語でない人がいる。これはよく世の中で出くわす。教育の世界では生徒が主体なのに教師が主体のケース。商売でもお客様が主体なのに店側が主体。サービス提供側は営利団体だから稼いで当然なのですが、お客様を納得すことができてから、稼いでほしいのです。医療とは決して既製品を販売するものでなく、お客様の状況とどのくらい治したいかの意思をある程度時間をかけて確認し合い、患者の身体が治癒していくことに貢献、サポートする位置付けだと思います。
次に施術についてですが、整体医としての手法を１つしか持っていないことがあります。

筋肉や腱を押すことしかできないのである。押すは物体を圧縮することを言ってます。

こういう施術ですと、あまり強く押さないでいると、効果がないので、患者が痛がるほど強く押すこととなります。つまりもう二度と行きたくない感情が芽生えてしまうのです。

昔から押してだめなら引いてみろといいますが、筋肉を引っ張り側の痛くない施術もあるわけです。骨格のゆがみを修正することが本来目的です。リンパを正常にとどこおりなく循環させるのが本来目的です。患者が痛くなくて、さらに整体師も汗かかないで施術中患者に説明ができる程度の施術方法が本来の姿ですよ。
少し前まで私もいづみさん以外の整体さんで、痛いと効果あるんだろーと自己暗示をかけて奥歯かみしめて、整体師を無理やり信用しながら、時間の最後まで施術を受けていましたが、そんなのはやっぱり間違っていました。
整体師が一生懸命に施術している姿を患者は求めてはいません。治ることを求めています。ついついまじめな姿を演じてしまい、強く押すことが美徳になり患者を痛がらせることを毎回行っている整体さんは多いのでしょうね。世の中のみなさん自分が主体で生きてますからねー。
さらにつっこむと、整体師が主体でも患者が主体でもなく、施術が主語だろうな。治すことが主体なわけです。
整体行ってストレスを感じながら施術を受けるのはあまり利口な選択ではないです。

以上書いたことを、いづみさんは正しく認識している整体さんなので、とても安心できます。

病院の建物の中がきれいで、受付の方がしかっりしていて、待合室が清潔で、先生はビシッと診療服きていて、医療機材が充実していてなどは望む必要がない部分かなー。治す技量を向上し維持するためには、上記の余計なことに気を使い、時間をさくことをやっていないいづみさんは正しい姿だと感じました。非常に効率的です。
さて、長文で余計なことを取り込み過ぎてしまいました。

私の健康を支えてくれたいづみ先生、本当にありがとうございます。

お礼として、私のこの実体験談をプレゼントさせて下さい。ホームページへの閲覧に再利用していただいてかまいません。
椎間板ヘルニアを長く患っている方で、解決策を見出せないのであれば、是非とも神田のいずみ整体さんへ行ってみて下さい。
治すまでにずいぶんと遠回りしたことがわかってしまいます。自分の身体の治癒能力の強さに気がつきます。
健康のありがたさに直面します。

以下余白
